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　経済発展の原動力として、人類は化石資源に大きく依存してきました。その結果、地球
の温暖化や廃棄物の大量発生などの深刻な環境問題に直面するに至っています。そこで、
人類が昔から活用してきた再生産可能な生物資源 ( バイオマス）を、化石資源に代えて、
利用する技術が求められています。
　また、国土保全に重要な役割を担う森林を元気な姿に維持していくためには、林業や木
材産業と併せて、バイオマス利用を通じた新しい産業の創出が必要です。そのために、木
質バイオマス資源を、無駄なく多角的に利用する技術の開発をめざしました。

背景と目的

ク分野　木質資源の環境調和・循環利用技術の開発に関する研究 
（ア）バイオマス資源の多角的利用技術の開発 

未利用資源の活用
廃材の利用促進

木質バイオマス資源の有効利用

木質バイオマスによる化石資源代替

亜臨界水＊による糖化
オゾンによる酵素糖化前処理
加溶媒分解による有用成分化
微生物機能によるプラスチックス原料化

ダイオキシン発生低減
汚染土壌浄化

ライフサイクル分析
資源循環利用診断モデル

爆砕発酵によるバガス＊

の機能性食物繊維化

樹木成分の高度利用 化学変換等による再資源化 環境影響評価と負荷低減

新しい機能･用途 効率的な処理 環境負荷の検証
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＊については、巻末の用語解説をご覧ください。

亜臨界水処理による木材糖化技術を実用化する
ため、木粉処理量を増やしたり、使う水を減らすな
どしてエネルギー収支を改善し、ベンチプラントで
糖化することが出来るようになりました。

バガスを爆砕し発酵させることで、抗酸化特性を持つ機
能性食物繊維を開発しました。
特許を取得し、食品添加物としての実用化が行われまし
た。

木材の資源投入から、木製品の
生産、利用及び木質系廃棄物を
包括した日本国内の木材フロー
図を完成しました。
国内の木材利用の流れを明らか
にしたこの図は、木材利用の政
策立案に係わる委員会等で活用
されています。

酵素遺伝子をリアクター
として機能させ、未利用
なリグニンの低分子成分
を極めて有用なPDC(ピ
ロンジカルボン酸）に変
換し、機能性プラスチッ
クス原料にする工程を開
発しました。
特許を取得し、大学・企
業と共同で実用化研究
を進めています。

資源投入資源投入 木製品・紙・パルプ 生産木製品・紙・パルプ 生産 木製品 利用木製品 利用

工場残材 15,547 木質ボード生産
2,027

紙・パ生産(千t)
30,717

副産物
燃料
2,694

副産物・廃棄物

燃料・他
2,995

焼却・棄却等
14,811

チップ輸入
26,133

紙・パ輸入(千t)
4,213

木質ボード輸入
957

素材生産
32,589

国産 15,774
外材 16,815

素材生産
32,589

国産 15,774
外材 16,815

敷き料・堆肥
その他
5,035

焼却・棄却
939

製品・半製品輸入
14,969

製品生産

製材
合板
集成材
LVL

20,753
15,485
4,187
1,030
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チップ出荷

素材から
工場残材
林地残材

9,384
3,890
4,881
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国内利用

建築
家具・建具
土木
パレット・梱包
家電
楽器
自動車
その他

37,218
22,230
4,776
3,294
4,431
330
164
34

1,959

解体材
廃材
1,547

古材
488

2001年データ
単位：千m3

(記載のあるものを除く)

副産物および廃棄物
19,841

建築
家具
パレット・梱包
土木

9,911
3,169
4,561
2,200

2005/03/29版

2001年における日本の木材フロー図

木材利用のライフサイクル分析

超臨界ベンチプラント 抗酸化能（ラジカル消去）の比較

PDCへの反応経路

亜臨界水による木材の糖化

微生物利用によるポリフェノール類のプラスチックス原料化

爆砕発酵バガスの機能性食物繊維化

PDCへの変換過程 反応槽（左）と
生産されたPDC 




